
２４ 学校評価計画（嘉島町立嘉島西小学校の例）２４ 学校評価計画（嘉島町立嘉島西小学校の例）２４ 学校評価計画（嘉島町立嘉島西小学校の例）２４ 学校評価計画（嘉島町立嘉島西小学校の例）

１ 目 的

１ 学校教育目標の具現化のために 学校が児童の学習状況や教育課程の実施状況に関す（ ） 、

る点検・評価を行い その成果や課題を明らかにしながら学校運営や教育活動の改善を、

するために実施する。

２ 学校評価の過程や結果を保護者や地域住民に説明 公表することで 学校の説明責任（ ） 、 、

や結果責任を果たし、開かれた学校づくりを進めるために実施する。

２ 基本的な考え方

（１） 学校改善につなげる。

○ のサイクルを機能させる。ＰＤＣＡ

① → 学校が組織として取り組むべき具体的な目標を明確にして、Ｐｌａｎ

② → 全職員が一体となって目標実現に向けた活動を展開し、Ｄｏ

③ → 結果として目標がどれだけ実現・達成できたかをだれにでも分かる形でＣｈｅｃｋ

評価し、

④ → 次学期や次年度、どこをどのように改善していったらよいかを明確にする。Ａｃｔｉｏｎ

（２） 客観的な評価を行う。

。○ 学校職員ばかりでなく児童、保護者、地域住民の評価システムへの参画を推進する

・内部評価（職員）と外部アンケート（児童、保護者、学校評議員等）を行う。

○ 数値化の導入をすすめる。

・数値化（４段階評価、５段階評価等）を行う。

（３） 説明責任、結果責任を果たす。

○ ＰＴＡ総会や学級懇談会等の各種会合で保護者や地域住民を対象に説明を行う。

○ 学校だより等で随時、学校評価の途中経過や結果を保護者、地域に伝達する。

３ 学校評価内容

ア『教育活動』を対象にした評価

･ 学校の教育方針を受けて、その実現や課題解決のための教育活動評価

イ『運営活動』を対象にした評価

･ 児童の教育活動を支えるための教職員の運営活動評価

ウ『成果』を対象にした評価

・児童の変容評価

４ 学校評価方法

名称（対象） 内 容 時期 担 当

１ 教育活動評価 ○教育活動全般について、全職員が４段階評価と所見で ７月 教務主任

(職員) 評価する。結果を分析後、次学期・次年度の改善策を １２月

立て実践する。 ３月

○人事評価の実践事項とも関連させる。

２ 行事評価 ○学校行事や創意活動等について所見等で反省や改善案 随時 各行事担当

(職員) を記入し、次年度に生かす。

【ポイント】【ポイント】【ポイント】【ポイント】
学校経営方針の具現化のために、学校評価がより機能するように 「目的 「基本、 」
的な考え」のもと 「学校評価の内容（何を評価するか 「学習評価の方法（どの、 ）」
ように評価するか 「結果分析・公表・報告（どのように生かすか 」について記）」 ）
載されています。



３ 学力検査 ○国語・社会・算数・理科の標準学力検査を実施し、結 ２月 教務主任

(児童) 果を集計、分析し、改善策を立てて次年度の指導に生

かす。 (ゆうチャレンジは１２月、３年以上で実施)

４ スポーツテスト ○体力・運動能力テストを実施し 結果を集計 分析し ５月 体育主任、 、 、

(児童) 改善策を立てて体育指導に生かす。

５ 学校生活につい ○児童像の３つと先生について４段階評価する。結果を ７月 教務主任

てのアンケート 分析後、次学期・次年度の改善策を立て実践する。 １２月 生徒指導

(児童) ３月

６ 学校教育活動に ○保護者から、日頃の授業や職員の対応、児童の生活の ９月 教頭

ついてのアンケ 様子について等、５段階評価やよい点、改善点につい ２月

ート て所見で評価する。結果を分析後、次学期・次年度の

(保護者) 改善策を立て実践する。

７ 学校関係者評価 ○職員による教育活動、保護者、児童アンケートの結果 ９月 教頭

委員による評価 を基に、学校運営・教育活動全般について評価、協議 ２月

（学校評議員） を行い、次年度の改善策を立てる。

（ 役員)PTA

○ ４段階評価の目安（指標）

４（４点）…よくできていた ３（３点）…だいたいできていた

２（２点）…あまりできていなかった １（１点）…まったくできていなかった

点数化して 平均３点以上を指標とするが 昨年度や前学期より高くなるように目標、 、

を設定する。

○ ５段階評価の目安（指標）

４（４点）…とてもよい ３（３点）…だいたいよい

２（２点）…どちらかというとよくない １（１点）…よくない

０（０点）…わからない。

点数化して 平均２ ５点以上を指標とするが 昨年度や前学期より高くなるように、 ． 、

目標を設定する。

５ 結果分析・報告

○ 評価結果の要因を探り、問題点について具体的な改善策を明らかにする。

・評価は担当者が集約し、その結果を全職員で検討する。問題点については、改善策

を明らかにする。

○ 保護者や地域住民に対し、学校評価の方針・内容・結果・考察・改善策等を伝える。

・年度初めにその年度の学校経営方針や教育課程の骨子 学校評価の方針 内容等につい、 、

てＰＴＡ総会や学級懇談会等で保護者に知らせる。

・学校だよりを通して 保護者アンケート 児童アンケート 地域アンケートの結果など、 、 、

を保護者・地域住民に伝える。

・年度末に学校評価の結果 内部評価 外部アンケート については 学校だよりにも掲（ 、 ） 、

載して伝える。教育委員会へ報告をおこなう。

６ 評価内容の検討

（１） 評価計画作成・・・・・・・学校評価委員会（担当者）

（２） 評価項目、内容等の検討・・学校評価委員会（担当者 、全職員）

（３） 評価の実施対象者・・・・・全職員、各学年児童、保護者、学校評議員

（４） 集約・分析・・・・・・・・学校評価委員会（担当者 、各分掌担当者）

（５） 検討・・・・・・・・・・・学校評価委員会、全職員、各分掌担当者

（６） 保護者・地域への報告・・・校長、教頭、教務


